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Ｑ.借地の一部に庭木を植えているのですが、地主からその部分の土地を
返還してほしいと言われました。応じなければいけないのでしょうか。
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今年も台風シーズンの到来です。風雨の中、街中の鳥たちはどのように過ごしてい
るのでしょうか？台風が近づくと、鳥たちは気圧の変化などを察知し、人家の隙間や
ビルの影、木の茂みといった避難場所を早めに見つけます。何より、鳥は餌を食べ続
けないと死んでしまうため、多少の雨なら気にせず餌を探しに行くこともあるようで
す。ただ、台風の場合は羽の中まで濡れて体温が奪われると命に関わるので、直前ま
で餌を食べつつもしっかり雨風を避けられる場所を探し、台風が去るのを待ちます。
一方で、暴風雨の中でも飛び続ける海鳥もいれば、嵐の中必死にひなを守る親鳥も
います。中でも驚きなのは、オオミズナギドリという海鳥は、比較的風が穏やかで安
全だと言われる台風の目に敢えて飛び込んで嵐をしのぐことがあるそうです。
台風で大雨が降ると川が増水して氾濫することがあります。そんな時魚たちは川底
の岩やテトラポッドなどに避難するそうです。上手く避難できなかった魚は岸に強く
打ち付けられて死んでしまうそうです。
台風の時は人間だけではなく、ほかの生き物たちも自然の驚異と必死で戦っている
んですね。皆様も台風にはくれぐれも気をつけてお過ごしください。

A.一部分であっても借地の解除については借地権者さんとの合意が必要となりますので、お断りをすることもできます。 
しかし、今後の地主さんとの関係を考慮して、一度お話合いをされてみるのも一つの方法だと思います。例えば庭木を借地内
の別の場所に移すことができる等の事情があり、地主さん側にもその部分を必要とする相当の理由があるのであれば、条件次
第では応じるのもよいかもしれません。 
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